
北
方
領
土
問
題
は 

誤
り
を
正
面
か
ら 

 

ス
パ
イ
か
ら
権
力
の
頂
点
に
上

り
詰
め
た
男
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
氏
は
よ
く
こ
う
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
破
壊
と
再

生
，
混
迷
の
中
で
壮
絶
な
権
力
闘
争

を
勝
ち
抜
い
た
人
物
▼
そ
れ
ほ
ど

複
雑
で
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
大

国
の
指
導
者
と
温
泉
に
泊
ま
っ
て

信
頼
関
係
が
築
け
た
と
吹
聴
す
る

安
倍
首
相
。
肝
心
の
領
土
問
題
は
何

も
進
展
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
優
先
さ

せ
た
経
済
協
力
に
よ
っ
て
日
本
の

主
権
を
損
な
う
危
う
さ
も
▼
ク
リ

ミ
ア
併
合
で
国
際
社
会
か
ら
経
済

制
裁
を
受
け
て
い
る
ロ
シ
ア
。
こ
う

し
た
覇
権
主
義
が
あ
る
か
ぎ
り
、
領

土
問
題
で
も
そ
の
誤
り
を
正
面
か

ら
正
す
立
場
で
の
交
渉
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
▼
安
倍
首
相
は
共
同
会
見

で
講
道
館
の
加
納
治
五
郎
が
唱
え

た
「
自
他
共
栄
」
を
口
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
は
互
い
に
尊
重
し
、
平

和
な
社
会
の
発
展
に
努
め
よ
う
と

い
う
も
の
。
今
の
ロ
シ
ア
の
姿
勢
と

正
反
対
の
精
神
で
す
。
そ
れ
さ
え
分

か
ら
ず
「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
」
や
「
君
」

と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
は
何
の
た

め
の
外
交
か
。（
日
刊
赤
旗
か
ら
） 
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候
補
者
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。 

総
選
挙
で
は
、
「
大
義
の

旗
」
を
掲
げ
て
、
野
党
と
市

民
が
「
本
気
の
共
闘
」
に
取

り
組
み
、
自
民
、
公
明
、
維

新
の
候
補
を
打
ち
破
り
、
与

党
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込

み
ま
し
ょ
う
。
「
比
例
を
軸

に
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
、
選
挙

区
で
も
現
有
議
席
以
上
を
獲

得
し
ま
し
ょ
う
。 

 

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員 

塩
川 

哲
也 

梅
村 

さ
え
こ 

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員 

紙 
 

智
子 

 

 
み
な
さ
ん
、
新
し
い
年
を
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

臨
時
国
会
で
、
安
倍
政
権
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
、
カ
ジ
ノ
法
案
、
年
金
カ
ッ
ト

法
案
な
ど
次
つ
ぎ
と
強
行
採
決
し

ま
し
た
。
民
意
無
視
、
悪
政
強
行
の

安
倍
政
権
は
、
1
日
も
早
く
退
陣
に

追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。 

オ
ス
プ
レ
イ
墜
落
糾
弾
、
沖
縄
へ

の
強
権
政
治
ス
ト
ッ
プ
、
安
保
法
制

廃
止
、
格
差
と
貧
困
を
な
く
す
、
憲

法
改
悪
、
原
発
反
対
、
待
機
児
童
解

消
、
男
女
共
同
参
画
、
被
災
者
支
援

等
々
、
私
た
ち
国
会
議
員
団
は
予
定

久
喜
市
政
は
、
政
府
の
福
祉

低
下
方
針
に
何
ら
抗
う
こ
と

な
く
言
い
な
り
で
す
。
理
科
大

学
跡
地
の
利
用
計
画
も
市
民

合
意
と
い
う
大
事
な
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
市
議
団
と
、
市
委
員
会
は

新
年
度
予
算
に
市
民
要
望
を

提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
も

「
市
民
こ
そ
が
久
喜
市
の
主

人
公
」
を
掲
げ
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
久
喜
市
に
し
て
行
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

安
倍
政
権
に
よ
る
国
民
無
視

の
暴
走
は
と
ど
ま
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
年
、
戦
争
法
（
安

保
法
制
）
に
反
対
す
る
市
民
と
野

党
と
の
草
の
根
・
共
闘
は
各
地
で

実
現
し
ま
し
た
。 

と
く
に
昨
年
の
参
議
院
選
挙

で
は
、
４
野
党
の
初
共
闘
は
多
く

の
成
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
次

期
衆
議
院
選
挙
で
の
野
党
共
闘

を
め
ぐ
る
動
き
も
活
発
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

埼
玉
県
は
１
万
人
の
集
会
を

成
功
さ
せ
た
戦
争
法
に
反
対
す

る
オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動
実
行
委

員
会
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
埼

玉
県
内
１５
選
挙
区
す
べ
て
で
地

域
の
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
て
い

ま
す
。 

久
喜
市
で
は
１３
区
（
春
日
部

か
ら
菖
蒲
・
旧
久
喜
な
ど
４
市
１

町
）
が
１
月
９
日
に
、
久
喜
総
合

文
化
会
館
展
示
室
で
創
立
総
会

を
開
催
。
１４
区
（
栗
橋
・
鷲
宮

か
ら
八
潮
ま
で
）
で
は
１
月
２４

日
に
結
成
総
会
を
開
き
ま
す
。 

 

各
地
で
の
市
民
と
各
政
党
と

の
本
気
の
草
の
根
・
共
闘
の
輪
が

広
が
れ
ば
、
戦
争 

法
廃
止
の
大
き 

な
力
に
な
る
こ 

と
は
確
か
で
す
。 

 

貧
困
や
長
引
く
不
況
が
テ

ロ
の
温
床
に
さ
え
な
っ
て

い
ま
す
。
国
内
で
も
同
様

で
す
。
安
倍
内
閣
の
暴
走

が
続
き
、
つ
い
に
自
衛
隊

が
紛
争
現
場
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
格
差
（
貧
困
）

の
拡
大
と
社
会
保
障
の
切

り
捨
て
の
一
方
で
、
軍
事

費
は
増
え
続
き
ま
す
。
こ

う
し
た
国
の
政
策
は
、
地

方
政
治
に
も
悪
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

市
民
と
野
党 

本
気
の 

草
の
根
・
共
闘
の
輪
を 

み
な
さ
ん
と
新
年
を
迎
え

る
こ
と
を
共
に
喜
び
た
い
と

思
い
ま
す
。 

昨
年
は
国
際
的
に
大
国
の

横
暴
が
際
立
ち
ま
し
た
。 

 

人間尊重・平和都市宣言モニメ

ントを囲み 平和を誓う 

衆
議
院
埼
玉
選
挙
区 

13
区
候
補
者 

赤
岸 

ま
さ
は
る 

氏 

○
プ
ロ
ヒ
ィ
ー
ル 

１
９
６
１
年
山
口
県
生
ま
れ

立
命
舘
大
学
工
学
部
卒
、
参
議
院

議
員
秘
書
な
ど
歴
任
、
現
在
・
党

東
部
北
地
区
委
員
長
、
宮
代
町
在

住
、
家
族
妻
と
１
男
１
女
。 

 

 


